浪岡城跡北館の掘立柱建物跡について by 高島 成侑 & TAKASHIMA Seiyuu
浪岡城跡北館の掘立粧建物跡について
高 島 成 侑*
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Abstract
The historic spOt `イΓhe NaHlioka Castle"  is seated on Namioka‐Inachi ⅣIinanitsugarugun,
Aomori‐prefecture,in Japan  A grOup of Ⅵァarriors lived in `イ「 he NaHlioka Castle'  and they
、vere prospered frona the 15th century to the 16th century  PeOple said they、ver descendant Of
CHIKAFUSA KITABATAKE who was on a brain truster of the South Denasty
The area、、アas 230,000 rn2 wide  So,it、vas composed by 8 parts of castle and、、'as suround‐
ed by mosts, They were called SHIN‐DATE,HIGASHI‐D TE,SARUGAKU―DATE,KITA‐
DATE,UCHI DATE, NISHI DATE, KENGYOU―DATE, and WIUMYOU―NO‐TATE Then,
they have been presewing better than any other ruins
ln this report,、',e talk about the scale,the plane,and the the structure of houses M/hich they
builded and lived hire
The houses、,,アas dug some holes and planted the pillar directly in the ground  The type of
the house plane was “KOKONO‐
"IA", 
“ROKUNO‐卜′IA", and etc These house‐plan ave
been seen from 15th century to 16th centurF in ``The SHOUGUN‐TEI'' a  theヽ′1:urOmachi
Periot,and these have been called “SHUDEN" or “KYAKUDEN".  And these have been
sucseaded “The SHOIN―DUKURI", which was born at the ⅣIOMOYAMA―PeriOt
1. は じ め に
青森県南津軽郡浪岡町にある史跡・浪岡城跡
は,中世末期における北畠氏の居館として知ら
れ,浪岡町民の精神的支柱としてあるばかりで
なく,北東北における中世城郭の一つの典型と
して注目され,その発掘調査が待たれていたも
のであった1ち
浪岡町では,将来岸こを「史跡公園」として
整備する計画を立て,環境整備における基礎資
料を得るため,昭和 53年度から発掘調査を継続
している。
この間に,全国的にみても,中世遺跡の調査
は増える一方で,「中世考古学」という言葉も定
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着しつつあるようである。青森県においても継
続調査中の浪岡城跡や根城跡窮をはじめ,浜通
遺跡8).独狐遺跡0・境関館跡0などと,ぞくぞく
と中世の建物跡の資料が提示されている。その
中で浪岡城跡は,天正年間 (1973～91)の落城
という歴史事実があるため,検出遺構や出土遺
物を把握しやすく,北東北地方において,屈指
ともいえる資料を呈示している。
調査はその北館を中心に行われ,昭和 58年度
を以て一応終了とされ,平場全面の調査を終え
て,その内容をほぼ捉えることができるように
なった。そこで,浪岡城跡北館において検出さ
れた掘立柱建物跡を検討し,建築史,住宅史の
立場から, これまでに明らかになったものを纏
めてみることにしたものである。
浪岡城跡北館において, これまでに検出され
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